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特集「ネットワークサービスと分散処理」の編集にあたって

菅沼 拓夫1,a)

2020年春から始まった新型コロナウィルス感染症の流行

によって，社会が大きく変動しました．これに関連して情

報処理分野においても様々な影響が発生してきています．

サイバーフィジカルシステムの観点から見ると，人々は，

現実空間での活動における感染リスクを回避するように，

サイバー空間に大量に流れ込み，日常生活の場の中心をサ

イバー空間に移しました．このような急激な変化により，

現実空間とサイバー空間の間のバランスが崩れ，特にサイ

バー空間側ではリソース不足やセキュリティに対する不安

など，様々な課題が露見しました．今後のニューノーマル

の時代では，ネットワークインフラやコンピューティング

において，現実空間とサイバー空間のさらなる高度な連携

によって，それぞれの状況変化に柔軟に適応した安定かつ

安心なサービス提供を実現する，様々な技術の研究開発が

ますます急務となっていくでしょう．

本特集号は，こうしたポスト/ウィズコロナ時代の新た

なネットワークサービスを実現するネットワーク基盤技

術，サービス技術，アプリケーション技術，分散処理技術，

IoT/サイバーフィジカルシステム技術などに関する研究成

果を取りまとめることで，当該分野の研究開発動向を探る

とともに，同分野の研究開発を促進することを狙いとして

企画されました．特集号編集委員会は「マルチメディア通

信と分散処理」研究会の運営委員を中心に，末記のとおり

構成されました．特集号には 27編の論文が投稿され，4回

にわたる編集委員会において慎重な審議を経たうえで，22

編の論文が採択されました（採択率 81.5%）．

採択された論文は「ネットワークサービスと分散処理」

に関する幅広い分野，ネットワークアーキテクチャ，ミド

ルウェア，モバイル/エッジコンピューティング，データ

流通など多岐にわたっており，いずれの論文も将来のネッ

トワークサービス実現に必要な課題に対する解決策が議論

されています．本特集が「ネットワークサービスと分散処

理」に関する研究分野の発展や研究コミュニティの形成に

貢献することができましたら幸いです．最後に，特集号の

企画・編集・論文査読・審査にご尽力いただいた幹事をは

じめ編集委員会の皆様に厚く御礼申し上げます．
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